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定化傾向が強まり、1999 年 12 月の軍事クーデタを経て、2002 年 9 月には反乱軍の挙兵により内
戦が勃発した。国連 PKO とフランス軍あわせて 1 万人を超える兵力が駐留するもとで和平プロセ
スが続けられ、2010 年 11 月末にようやく大統領選挙の決選投票が実施されたものの、敗北を認
めない現職の L・バボ（Laurent Gbagbo）と、当選を国際的に承認された挑戦者の A・D・ワタラ
（Alassane Dramane Ouattara）がともに政府を樹立して対峙する状況に陥った。両者の対立は 2011
年 3 月末に軍事衝突へと発展したが、最終的にはワタラ側が勝利し、2011 年 5 月にワタラ政権が
正式に発足した。 
 このようにコートジボワールは、2011 年 5 月までの 11 年半にわたり、武力紛争の性格を帯びた
著しく不安定な状態に置かれてきた。では、現在のワタラ政権のもとでこのような状態は解消さ






 以下、第 1 節では、軍事的勢力の動向と武装襲撃事件の発生状況に注目して、ワタラ政権にと
っての政権外部からの軍事的脅威の把握を試みる。第 2 節では、現在の正規軍であるコートジボ








 1960 年の独立から 20 年にわたる経済成長期には、コートジボワールの軍は他の公務員と同様
に比較的恵まれた待遇にあり、将校層は県知事などのポストに任命される機会も与えられていた。
軍の厚遇は、ウフェ＝ボワニ（Félix Houphouët-Boigny）初代大統領（在職 1960～1993 年）が主導




 ウフェ＝ボワニの死にともない就任したベディエ（Henri Konan Bédié）第 2 代大統領（在職 1993
～1999 年）はこのような変化の直撃を受け、1999 年末に発生した待遇改善を求める兵士反乱を収
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 2000 年 10 月の民政移管選挙により、野党の草分け的存在であるイボワール人民戦線（Front 
populaire ivoirien: FPI）のバボが大統領に当選したが、2002 年 9 月には、軍事政権期に軍を離脱し
たエリート精鋭兵らが組織した反乱軍――コートジボワール愛国運動（Mouvement patriotique de 
Côte d’Ivoire: MPCI）――の挙兵により内戦が勃発した。その後に挙兵した 2 つの反乱軍1をあわせ
た反乱軍 3 派は、連携してコートジボワールの北部から西部を支配下に置き、支配地域を 10 人の
管区司令官が統治する体制を作り上げた。そののち反乱軍 3 派は統合して｢新勢力｣（Forces 
nouvelles: FN）という政治組織となり、MPCI 幹事長の G・ソロ（Guillaume Soro）がリーダーに就
任した。 
 2007 年 3 月に締結されたワガドゥグ合意に基づき、バボ大統領は FN リーダーのソロを挙国一
致内閣の首相に任命した。敵対関係にある政府側と反政府側による権力分掌体制の誕生である。
この体制下では政府側の国防･治安部隊（Forces de défense et de sécurité: FDS）――軍、憲兵隊、警
察を一括した呼称――と FN の統合参謀本部が設置されるなど、来たるべき内戦終結を見据えて
軍の統合が着手された。 











 両陣営が最大都市アビジャンで戦闘を繰り広げた 2011 年 4 月上旬に、国連 PKO がフランス軍
の支援を受けてバボ側の軍事拠点に空爆を実施し、その機に乗じて FRCI がバボとその幹部らを
拘束した。その後 FRCI によりバボ側の武装勢力（FDS 離脱者、民兵、リベリア人傭兵など）の
掃討作戦が行われ、5 月末頃までに全土での支配権がほぼ確立された。これにともない、元来の
正規軍である FDS は、FRCI の司令権下に置かれることとなった。 
                                                   
1 それぞれ全西部イボワール人民運動（Mouvement populaire ivoirien du Grand Ouest: MPIGO）と正義平和運動
（Mouvement pour la justice et la paix: MJP）という組織名を名乗った。 
2 国連 PKO である国連コートジボワール活動（United Nations Operation in Côte d’Ivoire: UNOCI）は 2004 年 4 月に
発足した。最大時でおよそ 8000 人の軍事要員を擁し、国連憲章第 7 章に基づく強制行動の権限を付与されてい
た。 
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（1）旧反乱軍 FN の組織としての特徴 
 サハラ以南アフリカ諸国で軍事クーデタが繰り返されてきた歴史に鑑みれば、自らが指揮する
                                                   





48 アフリカレポート 2015年 No.53 
 
軍は統治者にとってもっとも注意すべき軍事的勢力といえる。本節では、正規軍である FRCI と
ワタラの関係について、FRCI の母体である旧反乱軍 FN に注目して検討する。 
 FN の組織の特徴を理解するうえでは、ソロがリーダーとなった過程がひとつの鍵となる。そも
そも、反乱兵は挙兵時に組織名を名乗っておらず、要求も兵士の待遇改善に関することが中心だ









と至った。最終的には 2008 年初め頃までに反ソロ派が排除され、FN 内でのソロの統制権が確立
された。ただ、ソロに忠誠を誓う管区司令官の一部にも密輸や暴力などの問題行動をとる者が引
き続き存在する状況が続いた。 









 次に FN とワタラの同盟関係について検討していきたい。まずソロに焦点をしぼり、ワタラと
の関係について情報を整理しておく。内戦勃発前の 2000 年 12 月に実施された国民議会選挙で、
ソロはワタラが率いる政党「共和連合」（Rassemblement des républicains: RDR）の候補者として立
候補したが落選し、その後は RDR での活動を行っていない。内戦勃発後には、RDR を含む主要
野党 4 党と反乱軍 3 派は和平推進派の連合を形成し、またソロとワタラは歴代政権による北部人
差別に反対する立場を共有していた。ワガドゥグ合意後には、前述のとおり、ソロは挙国一致内
閣の首相として敵対関係にあるバボ大統領と権力分掌体制を構築したため、RDR 内ではソロに対
する警戒感が高まったという［Soudan et Mieu 2012］。以上の整理から、2010 年 11 月末の大統領
                                                                                                                                                               
練キャンプがあるなどとした情報を記載している。 



































                                                   
5 インタビューでソロが語った内容だとして Soudan et Mieu［2012］に記されている。 
6 RDR、PDCI、そのほかの 2 つの小政党によって 2005 年に結成された選挙協力組織「民主主義と平和のためのウ
フェ主義者連合」（Rassemblement des houphouëtistes pour la démocratie et la paix : RHDP）が現在の与党連合の母体
である。 
7 M・クリバリはバボの政党 FPI で副党首を務めた有力政治家で、FPI が第 1 党となった 2000 年の国民議会選挙後
に議長に就任していた。国民議会の本来の任期は 5 年だが、内戦勃発にともない、国際的合意に基づき特例的
に任期が延長されてきていた。もともとバボと距離を置く態度をとりがちであった M・クリバリは、2011 年 4











ら間もない 2011 年 7 月に、FN のバカヨコ（Soumaila Bakayoko）参謀総長が、今やコートジボワ
ールの正規軍となった FRCI の参謀総長に任命された。その翌月には、北西部のセゲラ（Séguéla）






表 ワタラ政権下での主立った FN 幹部軍人の登用状況 
 
幹部名 登用内容 FN での主な経歴 
 





〈2011年 8月 3 日発令の人事〉 
イシアカ・ワタラ 
（通称ワタオ） 
共和国警護隊副司令官 セゲラ管区司令官。FN 副参謀総長 






ロッセニ・フォファナ 特殊部隊副司令官 マン（Man）管区司令官。2011 年 3
月のドゥエクエ占領作戦を指揮 
ウスマン・クリバリ 特殊部隊ヨプゴン地区統括 オジェンネ（Odienné）管区司令官。
2011 年 3 月末からのアビジャン・
ヨプゴン地区の掃討作戦を指揮 
 
〈2012年 9月 26日発令の人事〉 












 FN の幹部軍人が登用されたのは軍のポストだけではない。2012 年 9 月の人事発令では、すで
に 2011 年 8 月の人事で登用されていたウスマン・クリバリのほか、FN 司令部で要職にあった 2
人の軍人が知事に任命された。これら 3 人が配属された地域はいずれも経済や治安・安全保障面
コートジボワールは安定したのか 














④兵士の待遇への不満、の 4 点を指摘したい。 
 
（1）バボ派の動向 
 2011 年 4 月のバボ政権の崩壊に前後して数多くのバボ派の要人が国外に逃亡した。ワタラ政権
の呼びかけに応じて早期に帰国した者がいる一方、帰国後の逮捕や懲罰を懸念して、資金などの
面で問題を抱えながらも国外生活を続ける者は多い10。ワタラ政権はとくに重要な人物については
国際指名手配を発出している。その結果として、2012年 6月にはリダ・クアッシ（Moise Lida Kouassi）
元国防相がトーゴから、2013 年 1 月には、扇情的な演説で「街頭の将軍」の異名をとったブレ＝
グデ（Charles Blé Goudé）がガーナから、コートジボワールに身柄を引き渡された。ただ、滞在先










                                                   




10 バボ政権で経済財務相を務めたボフン・ブアブレ（Antoine Bohoun Bouabré）が 2012 年 1 月にイスラエルで病
死したが、資金不足で十分な治療を受けていなかったと囁かれた。 










連合の解消問題である。与党連合第 2 党の PDCI 内ではワタラへの不満がくすぶっている。ワタ
ラ政権正式発足から 1 年近くも PDCI が首相ポストを獲得できなかったことは前述した。ワタラ













されている。選挙後危機の過程では 3000 人あまりが殺害されたといわれており、なかでも 2011
年 3 月末の南西部の都市ドゥエクエ（Duékoué）での戦闘と、同年 4～5 月のアビジャンでのバボ
派掃討作戦において多数の死者が発生した。この過程で FRCI が民間人に対する人権侵害を行っ
たとされ13、表に示した FN 幹部軍人の一部が国際人権団体から名指しで批判されている14。違法
取引については、2013 年 4 月に国連専門家グループの報告書で FN の管区司令官らが大規模な密
輸に関与していると指摘されている15。2014 年 4 月には同じ専門家グループの別の報告書で、イ
シアカ･ワタラが管区司令官を務めていたセゲラでダイヤモンドの違法採掘・輸出が行われていた
と指摘された16。 
                                                   
12 2014 年 9 月にワタラ大統領は、全閣僚とソロ国民議会議長を帯同してベディエの生地ダウクロ（Daoukro）を
表敬訪問し、その際の直接会談後にベディエが党内に諮ることなくこの呼びかけを行った。PDCI 内での不満に
は決定手続きへの反発も一因にある。 





行ったとする証言を得たと記している（第 57 段落）。 
14 HRW［2011, 106-107］は選挙後危機の際になされた人権侵害について、ワタラ側で鍵となった人物として、ウ
スマン、フォファナ、ウスマン・クリバリの名前を挙げている。 
15 2013 年 4 月の国連専門家グループ報告書（S/2013/228）は、FN 司令官たちが「ウォーロード型の略奪的経済活
動」をやめないまま正規軍に組み込まれたとし、密輸による資金調達と武器の密輸出入を行うネットワークが
引き続き機能していると指摘している。 
16 詳細は同報告書（S/2014/266）の 31～33 ページに記載がある。この報告書でのイシアカ･ワタラに関する記述に
コートジボワールは安定したのか 
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 これらの FN 幹部軍人に対して取り調べも処罰もなされていないのとは対照的に、バボ派の軍
人に対しては逮捕や裁判が進められていることから、「勝者の裁き」だとの批判がワタラ政権に向
けられてきた。こういった批判に対しワタラは犯罪行為を処罰すると明言しているが、具体的な
進展は乏しい。注目される動きとして、2014 年 4 月の国連専門家グループ報告書で言及されたイ
シアカ・ワタラが、兼任していた複数の軍のポストから解任され、2014 年 8 月にモロッコでの研
修に送り出されたということがあった。この人事はワタラ政権が一定の対応をとったものとも解
釈できるが、本格的な綱紀粛正の口火を切るものであるのかははっきりしない。ワタラ政権にと










11 月には、旧 FN 兵士らが中心となり、給与遅配に抗議するデモが全国各地で発生した。ワタラ
政権の対応は早く、内相が給与遅配への対応を約束し、遅配分の給与や諸手当（旅行手当・食事





 コートジボワールにおいて兵士反乱は 1990 年代以降多発してきた歴史があり、その背景にある




 兵士反乱がもたらす悪影響は大きく 2 つある。第 1 は兵士の政権不信により軍の司令系統が乱






                                                                                                                                                               
ついては Duhem［2014］が要点をまとめている。 
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第 1 にワタラ政権の歴史的評価と、第 2 に次期政権にとっての治安・安全保障面での課題を挙げ




分裂したことによってもたらされてきた。2011 年 3 月から 5 月にかけての FRCI の軍事行動によ
り、FRCI は他の軍事的勢力を制圧して一元的な軍事的秩序を再確立することになった。ここで重
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付録 素性不明の武装集団による襲撃事件（採録対象期間：2011 年 6 月～2015 年 4 月） 
年 月 地域 概要 
2011 9 南西部 17 日に南西部の都市タイ（Taï）近くのニグレ（Nigre）村で、略奪
目的の武装襲撃があり、10 人が殺害される。 
 11 南西部 ペレジ（Pelezi）とバヘ・セボン（Bahe Sebon）の町での襲撃事件
により、2 人が殺害。 
2012 4 南西部 24 日から 25 日にかけてサクレ（Sakré）村に武装集団の攻撃があ
り、少なくとも 6 人が死亡。軍は略奪目的と発表。4 人の襲撃者を
逮捕。 
 6 南西部 8 日にタイ南方の複数の村で、国連 PKO のニジェール兵 7 人を含
む 19 人が殺害される。 
  南西部 11 日から 12 日にかけて、タイ南部のティエロ・ウラ（Tiero-Oula）
村とシエブロ・ウラ（Sieblo-Oula）村で少なくとも 4 人が殺害。 
 7 南西部 
 
19 日から 20 日にかけて、ドゥエクエ（Duékoué）で 4 人が殺害さ
れ、住民が FRCI 兵士らを引き連れて、近在のニャンブリー
（Niambly）難民キャンプに報復攻撃を行う。 
 8 アビジャン 5 日にヨプゴン（Yopougon）地区第 17 区の警察署を武装集団が襲
撃。FRCI の兵士少なくとも 3 人が死亡。 
  アビジャン 6 日に FRCI のアクエド（Akouédo）基地に対する武装集団の攻撃。
2 時間にわたる銃撃戦のすえ、兵士 6 人と襲撃者 1 人が死亡。 
  アビジャン近郊 8 日にアビジャンから北に 80km のアボボ（Agbobo）軍哨所が襲撃
をうけ 2 人が負傷。 
  南西部 13 日にペヘカンブリ （ーPehekambly）の軍哨所が襲撃を受け、FRCI
兵士少なくとも 1 人が死亡。 
  南西部 13 日のバクブリー（Bakoubly）への襲撃で FRCI 兵士 1 人が負傷。 
  アビジャン近郊 15 日から 16 日にかけて、アビジャン近郊の都市ダブー（Dabou）
で、FRCI の拠点、警察署、憲兵隊、拘置所に襲撃。5 人が死亡。 
  アビジャン近郊 25 日にアビジャンから西に 80km のイロボ（Irobo）の検問所で銃
撃戦があり少なくとも 4 人が死亡。 
 10 南西部 11 日にドゥエクエで 6 人が殺害され、埋められているのが発見。 
  アビジャン 14 日に発電所を素性不明の武装集団が襲撃。 
 12 アビジャン近郊 15 日から 16 日にかけて、アビジャン北方のアボヴィル（Agboville）
で武装攻撃があり、FRCI 兵士 2 人が死亡。 
  アビジャン 21 日にヨプゴン地区の警察署に対して襲撃。拘置者 1 人が死亡。
憲兵隊員 1 人が負傷し、何台かの車両が焼き討ちされた。 
  アビジャン近郊 21 日にアビジャンから北に 100km のアバウ（Agbaou）にある軍の
検問所に対して攻撃。兵士 2 人が負傷。 
2013 3 南西部 14 日にジレブリー（Zilebly）村で武装集団の襲撃があり、少なく
とも 6 人が死亡。うち 2 人は FRCI 兵士。 
 9 中部 14 日に首都ヤムスクロ（Yamoussoukro）で武装集団による 2 件の
待ち伏せ攻撃があり、治安部隊の隊員 3 人が殺害された。 
2014 5 南西部 15 日にリベリア側から武装勢力が侵入。略奪と村落の焼き討ちを
行う。軍が撃退。 
2015 1 南西部 10 日にグラボ（Grabo）の哨所を 20 人ほどの素性不明の集団が襲
撃。同じ日にダーヨケ（Dahyoke）村の哨所にも襲撃があり、3 人
が死亡。 
（出所）Africa Research Bulletin: Political, Social and Cultural Series の記事に基づき筆者が集計。 
